














(Formation of Aluminum Phosphates and Calcium Phosphates (Apa-










応じて、 AIPO.・2HzO(rnetavariscite)、AJPO.・1.67HzO、A1)0'1 Cberlìnite) 、 AlHパPO~)2 ・H2 0および
AlH3 (P04) 2・3H20の単一相が牛.成することを見出した。また、疎水性向機溶媒を嗣いてA1PO..2H20 
CmctavarisciLc) および、AlH~(PO，) 1・H20の水和水を脱水することにより、有機溶媒の種頼およひかH3P04
の添加量に応じてAIPO.のA型、 tridvrnilc型、 cristobalite型およびberliniteの単一相が得られた。また、





















エンー水を用いた場合では、 AIP04・2I]20 (mcta varí~cí le)、メタノールでは、 AIPO‘・1.67日20、エタノー
ルでは、 AIP01(berlinite)、 1ー プロパノールでは、 AlHパP04)2.H20、アセトンを用いた場合では、
A1I3 (P01) 2 ・ 3IJ~Oの単一相がそれぞれ生成することを明らかにした。また、疎水性有機溶媒を用いて

















アパタイト生成反応を解明するため、 αー およびβ-Ca3(P04) z(TCP)の加水分解反応を検討し、アパタイ
トの牛.成速度およびその結晶成長が有機溶媒の親・疎水性およびOH基の有無に大きく影響されることを明
らかにしfこ。
これらの研究成果は、無機物質合成化学において新境地を切り開くとともに、関連する分野、たとえば
触媒化学および無機材料化学にインバクトを与えるもので、博士(理学)の学位を授与するにふさわしい
と審街した。
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